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児童の協調性と親の子育てスタイルとの関係 
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問題と目的 
 親の養育スタイルについては，これまでさまざ
まな次元が提唱されているが，特によく用いられ
るのが，Baumrind（1971）が提唱した Authoritative
（ 権 威 あ る ）， Authoritarian （ 権 威 主 義 的 ），
Permissive（許容的）の３パターンである。Maccoby 
& Martin（1983）は，これに無関心を加えた４パタ
ーンを応答性（受容）と要求性（統制）の２要因で
表す分類システムを示した。この分類を用いた研
究では，権威ある子育てパターンは，幼稚園児の
コンピテンスと社会的責任，青年のコンピテンス
と向社会性（Baumrind, 1971, 1991），小学生の規則・
ルールへの適応（姜・酒井，2006）と関連していた
等の報告がある。 
 登張他（2015，2016）は，小学生の親を対象とす
る調査結果をもとに，親が評定する児童の多面的
協調性尺度と子育てスタイル尺度を作成した。子
育てスタイル尺度は，中道・中澤（2003）の養育態
度尺度等をもとに作成され，上記の２要因に対応
すると考えられる応答・共有尺度と統制・要求尺
度からなる。本研究では，子育てスタイル下位尺
度の高低から４パターンを分類し，親の子育てス
タイルと児童の協調性との関係を検討する。 

方   法 
参加者：小学１-６年生の親1986名（男性169，女性

1817名）。平均年齢39.92歳。 
測定尺度：親評定・児童用多面的協調性尺度：［協

力志向（５項目），協調的問題解決（６項目），調
和・同調（４項目）の３下位尺度からなる］ 
子育てスタイル尺度：［応答・共有（５項目），
統制・要求（４項目）の２下位尺度からなる］ 

結果と考察 
 応答・共有尺度の平均値（SD）は18.43（2.84）で
あった。[平均値－1SD]（16）以下を低群（245名），
[平均値＋1SD]（21）以上を高群（222名）とした。
統制・要求尺度の平均値（SD）は15.92（2.19）であ
った。[平均値－1SD]（14）以下を低群（216名），[平
均値＋1SD]（18）以上を高群（251名）とした。応答・
共有高，統制・要求高を「権威ある」群（148名），
応答・共有高，統制・要求低を「許容的」群（74

名），応答・共有低，統制・要求高を「権威主義」
群（103名），応答・共有低，統制・要求低を「関心
低」群（142名）とした。子育てパターン４群の親
評定による児童の協力志向と協調的問題解決，調
和・同調尺度の平均値と一元配置分散分析の結果
を Table 1に示した。 
 
 

Table 1 子育てパターンと児童の協調性との関係 

子育て 
パターン 

権威 
ある 

許容的 
権威 
主義 

関心低 

協力志向 
21.95 21.01 19.07 17.69 

F(3,456)＝51.14*** 

協調的問題 
解決 

23.11 22.94 18.91 18.83 

F(3,455)＝48.36*** 

調和・同調 
12.54 12.19 12.33 12.25 

F(3,454)＝0.41 

***p＜.001 

 
 協力志向は群別効果が有意で，「権威ある」が「許
容的」より高いが，多重比較を行うと，その間に
有意差はみられなかった。「許容的」は「権威主義」
より高く，「権威主義」は「関心低」より高かった
（ps＜.01）。協調的問題解決も群別効果が有意で，
多重比較を行うと，「権威ある」が最も高いが「許
容的」との間に有意差はみられず，「権威主義」は
それより低いが（p＜.001），「関心低」との間に有
意差はみられなかった。調和・同調の群別効果は
有意でなく，どの群も類似した得点であった。 
 子どもが他者と力を合わせたり共に喜んだりす
る協力志向と相手の考えを聞いたり共に納得でき
るような解決案を考えたりする協調的問題解決傾
向は，親が子どもの話を聞き，活動を共にするこ
とを表す応答・共有が高い「権威ある」，または「許
容的」な子育てスタイルを行う場合に高く，そう
した傾向が高くない「権威主義」や「関心低」の
子育てスタイルを行う場合に相対的に低いことが
明らかとなった。親の応答・共有的態度は子ども
の協力志向や協調的問題解決傾向を高めうること
が示唆された。なお，応答・共有も統制・要求も
低い親の「関心低」は，子どもの協力志向の低さ
と関連していた。 
 一方，親の子育てスタイルは子どもの調和・同
調の得点に効果を示さなかった。この傾向には文
化等の影響の方が大きいのかもしれない。 
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